
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【各被災施設等の査定結果及び災害復旧工事の発注状況（県施工分：令和７年４月末）】 

 査 定 決 定 契 約 状 況 執行率（％） 

箇所数 

    (a) 

国庫補助対象額 

（億円）    (b) 

箇所数 

    (c) 

国庫補助対象額 

（億円）     (d) 

箇 所 

（c/a） 

額 

（d/b） 

公共土木施設 394 179.3 132 49.5 33.5 27.6 
県 管 理 道 路 93 31.2 62 17.0 66.7 54.5 
県管理河川・砂防 301 148.1 70 32.5 23.3 21.9 

治山事業 8 21.6 5 10.2 62.5 47.2 

   

令和６年７月の大雨災害による被害の復旧状況をお知らせします 

最上地域では、県管理の公共土木施設である河川や道路などで 394 箇所の施設被害が

災害査定により採択され、復旧工事における国庫補助対象額は約 179 億円となっていま

す。また、農地・農業用施設の被害は 3,804 箇所 約 91 億円、森林関係は 166 箇所 約 30

億円にのぼり、これまでの災害で過去最大の被害となりました。 

こうした被害を受け、当支庁では、４月１日付けで河川砂防課内に「最上地域豪雨災

害復旧対策室」を新設したほか、各課の人員増員などを行い、復旧体制を強化しており

ます。市町村事業の農地・農業用施設、林道等に係る災害復旧については、技術職員等に

よる支援を継続して行っていきます。 

本年４月末時点での災害復旧工事の発注状況は、箇所数で見ると公共土木施設が３割

強、治山事業が６割強となっています。なお、市町村事業の農地・農業用施設の復旧につ

いては、作付けまでに約６割の箇所で工事が完了する見込みとなっています。 

引き続き、災害復旧工事を計画的かつ効率的に発注し、一日も早い復旧・復興を目指

してまいります。また、農業用施設については営農への支障が最小限となるよう、仮設

ポンプの設置など、用水確保について指導・助言を行っていきます。 

【道路計画課 29-1399、最上地域豪雨災害復旧対策室 29-1443、地域産業経済課 29-1303】 
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森林トロッコ列車（真室川町） 

 



 【主な被災箇所（発注済のもの）】 

 

 

● 

一般国道 344 号 斜面崩落・路肩欠損 

（真室川町大字差首鍋地内） 

● 

 

新道急傾斜地 斜面崩落・擁壁破壊 

（鮭川村大字京塚地内） 

 

一級河川新田川 堤防決壊 

（新庄市大字本合海地内） 

 

● 

山腹崩壊 

（戸沢村大字松坂地内） 

● 

 

● 

 

舟形町三光堰用水路 トンネル閉塞 

（事業主体：舟形町） 

真室川町 

新庄市 

鮭川村 

最上町 

戸沢村 

金山町 

大蔵村 

舟形町 

● 

山腹崩壊 

（舟形町堀内地内） 


